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令和4年度事業計画スタッフミーティング実施報告書

部署名：外来・はちのへ認知症疾患医療センター
報告者：赤坂　里美　（記録：外来　沼舘　しおり）
報告内容：スタッフミーティング
	実施日時
	R4年4月21日　　16時30分～　17時00分

	実施場所
	病院2階会議室

	出席
	出席数：15人
出席者：佐藤AOM、赤坂SGM、小川SGM、斎藤SGM、佐藤JGM
矢幅　佳恵、沼舘　しおり、西舘　翔子、小屋敷　千瑛、
鎌本　英利、淵澤　みどり、北城　碧、山田　眞子、角濱　博子
横平　沙羅

	説明内容
	『外来事業計画』に沿って、下記を強化していくよう話し合いを行う
・年々新規の受診相談と当院の受診患者数は増加傾向。早期治療開始がで
きる調整を現状行っているが、更なる新規の相談から受診までの待機日
数の短縮化を求められている。新規の受診相談依頼から0～3日以内に
て担当医を調整し迅速な受診調整に取り組んでいく。

・新型コロナワクチン対応は現在も行っている。コロナウィルスに関し
てマニュアルの見直し・改定についても進め、だれでも実施できる体制
作りを検査課と協力し構築していく。

・病棟患者様の退院支援状況の把握と日々の病床管理者や部署、医師との
　連携強化にて転院・新規入院の待機の待機日数を減らす。（当日または
　1～2週間前に入院日の選定を行う）
『認知症疾患医療センター事業計画』に沿って、下記を強化していくよう話し合いを行う
・外来同様、新規の受診相談依頼から0～3日以内にて担当医を調整し迅
速な受診調整に取り組んでいく。
・昨年度より青森県として新たな事業としてピアサポート事業がある。実
際にピアサポーターの養成や活動の場つくりに向けた取り組みを今年度
は行っていく。
・認知症ツールの実用に関して、より活用できるような取り組みを行い、
配布数100冊/年も目指す。
・初期集中支援チーム員会議も偶数月に開催予定。
『その他』
・診療報酬改定に伴い、アルコール集団精神療法や地域連携加算など計画
　外での取り組みが必要となるため、導入に向けての業務も増えていくこ
　都が予想される。協力・連携し、取り組んでいきたい。

	備考
	【佐藤AOMより】
コロナ対応もあり、通常の業務にプラスαの業務となり慌ただしい日々であったと思う。外来のニーズも年々高まり、地域支援の強化できるよう意識して職員配置も行っている。新たにJGMが配置され、体制の更なる強化や業務をいかに円滑に整理し遂行していくかが重要である。

また、診療報酬改定に伴い、新たな業務の導入も予想されるが、現状の業務をシステム化し遂行していってほしい。
【スタッフからの感想・意見】

・検査技師としてコロナ対応だけでなく、通常業務も怠らないようにしていく。
・栄養指導で主に外来と関わっているが、それ以外でも協力できることがあれば協力していきたい。
・5月より心理士が1名配属となるため、円滑に業務が運ぶよう努めていく。
・アルコールの減酒プログラムの改定を行っていきたい。
・新たなセンターでの配属であるが、漏れなく業務の遂行にあたりたい。
・連携室の人員配置もあり、以前より業務の滞りの可能性あるも円滑に業務が運ぶよう努めていく。
・今後、デイケアでも高齢者向け認知症発症・進行予防プログラムをセンターと協力し進めていきたい。

・縦割りなど意識せずに、連携していきたい。
・兼務をしながら業務をしているスタッフも多く大変だと思うが、できることから始め、よりよい医療の提供ができるよう、皆で協力をしていきたい。



	
	


